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日本気象学会 九州支部だより No.142 2023年3月 

◆第13回「気象サイエンスカフェ in 九州」の開催報告 

 雨雲の中では何が起こっているのか？ －空に手紙を取りに行く話－    

◆支部会員だより 「線状降水帯の予測精度向上に向けた取組 」 

◆支部事務局からのお知らせ 

【今回の記事】 

 2月12日（日）14時から、九州支部は「第13回気象サイエンスカフェ in 九州」をオンランで開催しました。 

 今回は「雨雲の中では何が起こっているのか？－空に手紙を取りに行く話－」と題して、山口大学大学

院創成科学研究科農学系学域・教授の鈴木賢士（すずき けんじ）さんを講師に、日本気象予報士会西

部支部の弘中秀治（ひろなか しゅうじ）さんをファシリテーターに迎え、福岡管区気象台をホストにして

Zoomによるオンライン開催としました。  

 当日は31名の参加があり、鈴木講師による中原中也と霰（あられ）の話から、降水粒子の成長プロセ

ス、降水粒子を捉えるための新しい観測機器の開発と最新の観測研究まで、幅広いお話を聞くことができ

ました。講演の概要を報告します。見出しは編集部で付けました。 

第13回「気象サイエンスカフェ in 九州」をオンランで開催 

－  － 

オンラインで講演をする鈴木賢士氏 ファシリテーターを務める弘中秀治氏 



 

 

 歌川広重の「大はしあたけの夕立」という有名な浮世絵

があります。それをゴッホが真似て描いた絵が残っていま

す。その当時、日本の浮世絵がヨーロッパで流行していま

した。ここで注目していただきたいのは、その広重が描い

た雨とゴッホが模写した雨の描き方です。 

 広重の絵の雨は長い線がいっぱい書いてあり、夕立のよ

うに非常に激しい雨が表現されています。それに対して

ゴッホの絵は、雨の線が柔らかく、雨の激しさが伝わって

こないように見えませんか？ 

 それはどうしてかちょっと調べてみました。ゴッホはオ

ランダで生まれて、フランスやフランスの南で暮らしてい

た人ですが、フランスのパリ、オランダのアムステルダム

やベルギーのブースは、降水量が最大でも年間で700ミリ

から800ミリぐらいしか降らないので、日本の半分以下ぐ

らいです。ひと月で80ミリぐらいしか降らないというこ

とは1時間でもそんなに降らないだろうということが想像

できます。ですから1887年にゴッホが描いた絵は、彼は

もしかするとそういう激しい雨を経験したことがなく、絵

に描けていないのかなと思ったりしているところです。 

 

 今度は文学の話です。私は、山口大学に勤務

していて、山口市に住んでいます。弘中さんは

宇部にお住まいですね。山口というと、有名な

詩人の中原中也が湯田温泉で生まれています。

中原中也は30歳ぐらいで若くして亡くなって

います。湯田温泉で生まれて、最後は山口で過

ごすのですが、その間に京都や東京にも行って

います。 

 中原中也はたくさん詩を残していますが、そ

の中で、「生い立ちの歌」という詩を、1930

年に23歳の時に発表しています。その中にい

ろんな雪、我々がいう個体降水というものが出

てきます。 

 

 幼年時は私の上に降る雪は、真綿（まわた）

のようでありました。 

 少年時は、私の上に降る雪は霙（みぞれ）のようでありました。 

 17歳から19歳（数え年）は、私の上に降る雪は霰（あられ）のように散りました。 

 20歳から22歳は、私の上に降る雪は雹（ひょう）であるかと思われた。 

 23歳は、私の上に降る雪はひどい吹雪（ふぶき）とみえました。 

 24歳になると、私の上に降る雪はいとしめやかになりました・・・と書かれています。 
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１ 雨や霰（あられ）など降水粒子は絵画や文学ではどう

表現されているか 

 

中原中也が見た霰（あられ） 

 

広重とゴッホの雨の違い 

著作権の関係でここに絵画は掲載できません

ので、以下のURLからアクセスし、歌川広重の

雨とゴッホが模写した雨とを比べてみてくださ

い。 

 

■歌川広重（1857年） 

大はしあたけの夕立 

東京富士美術館ＨＰより 

https://www.fujibi.or.jp/our-collection/profile-

of-works.html?work_id=1173 

 

■ゴッホが模写した雨 

Ｂｒｉｄｇｅ in the rain：after Hiroshige 

Vincent van Gogh（1887年） 

オランダのゴッホ美術館ＨＰより 

https://www.vangoghmuseum.nl/en/collection/

s0114V1962 

中原中也の生い立ちの歌 



  

 

 
  私はいろんな雪が表現されていて面白いなと思いました。しかし、湯田温泉は内陸で、私は住んでいてあら

れにはほぼあったことがないのですが、中原中也はどこで見たのか気になり調べてみました。中原中也は父親

の転勤で、5歳くらいの時に金沢に行って2年くらい幼稚園に通っていて、ここで経験したのではないかと思い

ました。私はここ5～6年、金沢大学で雪の観測を行ってお

り、その際、金沢地方気象台で当時の観測原簿を見せてもらっ

たところ観測資料に雪やあられの記載がありました。また、当

時「雪やこんこ」という童謡が、中原中也が幼稚園の頃、

1911年に小学校の唱歌になったこともわかりました。これら

のことからあられを知ったのではないかと思っています。 

 右側の写真は2022年6月2日に埼玉県本庄市で降った雹

（ひょう）です。ゴルフボールぐらいの塊になっています。知

り合いに映像を見せてもらいましたが、奥に止まっている車の

ボンネットなどがボコボコになって、農業ハウスが破れたり、

ガラスが割れたりする被害が発生しています。 
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雪（個体降水粒子）の分類 

2022年6月2日18時ごろに埼玉県本庄市に降っ

た雹（ひょう）（明星電気：清水健作氏提供） 

気象庁が観測で使用している大気現象の種類と定義（種類は抜粋）  



 

 

 中谷宇吉郎（なかや・うきちろう）博士は石川県加賀市で生まれで、北海道大学で雪結晶などの研究をさ

れ、雪の結晶を調べられました。降ってくる雪の結晶を顕微鏡写真に撮り、結晶を分類し、気象状態がどのよ

うな時にどんな結晶が降るかを調べ、2つの条件と形の関係を1つの図（後に「中谷ダイヤグラム」と呼ばれ

る）にまとめられました。 

 気温、水蒸気密度（湿り具合）の関係で結晶の成長の形が違ってくることを発見され、スケッチした雪の結

晶の形を分類されました。 

 このことから、地上に降ってくる雪を調べることによって、上空の温度とか湿り具合が雪の形を見ることに

よってわかるということで、中谷宇吉郎博士は「雪は天から送られた手紙である」と有名な言葉を残していま

す。中谷博士は随筆家としても有名です。 

 石川県加賀市には「中谷宇吉郎 雪の科学館」というのがあります。上の写真は今年1月に訪れた際のもの

です。６角形の窓や壁に雪の結晶が書いてあり、6角形のペンダントを作るイベントなどもやっています。足

を延ばしてみてはいかがでしょうか。 

 次のページの左の写真は沖縄の伊江島です。沖縄にもこの10年くらい前から観測に行ったりするので、その

時に撮影した写真です。入道雲、雄大積雲ですが、雲の下の方には上昇気流が起こり、この雲が発達して下の

方には雨粒があって、0℃よりも上には氷の粒があって、例えば凍結というプロセスとか着氷とか凝集とかプ

ロセスがそこには存在しています。それを模式的に描いたのが右の図です。  

 まずスタートですが、0℃より高度が低い下の方がいわゆる暖かい雨、0℃よりも高度が高い上の方が冷たい

雨というプロセスです。暖かい雨・冷たい雨は、その雨粒の温度（水温）が高いとか低いではなくて、氷を作

るプロセスなのかそうじゃないかという違いです。 

 まずスタートをここからにして、凝結核があります。ペットボトルの中で雲を作る実験で、エタノールやお

線香の煙をちょっとだけ入れると白っぽくなります。これが凝結核の役割をしています。 

 氷晶核というのがありますが、上空0℃よりも低いところで、凝結核と同じような働きをするのを氷晶核と

雪は天から送られた手紙である 

２ 中谷宇吉郎博士への挑戦 
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空に手紙を取りに行こう 

中谷宇吉郎 雪の科学館（石川県加賀市 片山津温泉） 2023年1月訪問 

6角形をした中谷宇吉郎 雪の科学館の外観 

科学館の入場券には中谷宇吉郎博士の肖像画が

印刷されています 



  

 

いいます。一般的にはエアロゾルという言い方がされていることもあります。この凝結核、氷晶核というのが

雨を作るプロセスにおいては重要で、海洋上、大陸上で雨の降り方が違うとかいうところに影響しています。 

 次に、それによって雨つぶができる場合と、雨つぶまで行かない雲粒・霧粒になった段階でまだ降ってこな

い段階があります。粒が大きいものが落下しながら粒の小さい物を追い越す時に自分に吸収し併合して行くと

いうプロセスが効率よく働くので、数十分のうちに雨として降り、併合成長と呼ばれています。併合成長で雨

粒になったものは、さらに上昇流で持ち上げられて、0℃よりも上まで行くと凍結というプロセスとなりま

す。大きいものでしたら雹（ひょう）という形で成長し、融解し、ひょうや雨として降ってくるというプロセ

スがあります。 

 今度は上空では氷晶核がいきなり凍結し、それが昇華し、成長できたものが雪結晶となり、地上気温が0℃

近くであれば多くは雪片の形で降ってきます。それから着氷成長という過程もあり、氷点下になっても凍らな

い小さな雲の粒の着氷成長が進み、霰（あられ）やひょうに成長し降ってくるというプロセスがあります。 

（弘中）ひょうの最大というのはどれくらいなんでしょうか？ 

（鈴木）世界最大のひょうは日本で降っていると言われていて、1917年6月29日に埼玉県熊谷市で降った

29.6cm、重さ3.4㎏というのが最大と言われているそうです。 関東の北部は気温が高くなれば夕立の雲が発

達してひょうが降るということはよくあることで、アメリカではソフトボールくらいの大きさのひょうが降っ

てくるそうですから、29.6cmは本当かな？と思いながらも嘘ではなさそうだなと思っているところです。 

 中谷宇吉郎博士の「雪は天から送られた手紙である」という言葉に対して、我々は「天からの手紙を取りに

行こう」、すなわち雲の中にどんな降水粒子があるのか観測研究をしています。 

 

 中谷宇吉郎博士は地上で観測をしていましたが、我々は当時に比べればいろんなことができるようになって

いるので、カメラを積んだゾンデ（ビデオゾンデ）を雲の中に飛ばして、雲の中にどんな降水粒子があるのか

を直接観測します。一昔前の装置ですが、1980年代後半にビデオ信号を地上に送信し地上で受信するという

気象研究所が開発したものを引き継いで長らく使っていました。 

 オレンジ色のゴム気球の下にパラシュートをつけて、紐に装置をぶら下げて飛ばしています。装置の中には

モーターが入っていて、一定の間隔で巻き上げ、上から落ちてくる氷晶をフィルムの上で捕捉していました。

以前は気球が割れて落ちてきたものを回収して、その中に記録されているデータを見る方法がありました。 
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降水粒子の成長プロセス 

３ 新しい観測機器の開発と最新の観測研究 

ビデオゾンデの歴史と降水粒子撮像ラジオゾンデの開発 



 

 

 右は2015年11月30日、ビデオゾンデで観測した写真

です。 

 その後、今から3、4年ぐらい前にメーカーと共同で総務

省から予算をもらって、降水粒子を撮像する新しいラジオ

ゾンデを開発しました。下の写真の左側のように、中には

カメラが入っていて、スリットが二つあり、赤外線セン

サーがあります。その間に入ってくる粒子に反応したタイ

ミングで10万分の1の電子シャッターで静止画を撮像、ゾ

ンデ内で画像を圧縮し画像を400MHz帯で地上に送信しま

す。装置は基本は使い捨てですが、生分解性材料を使用

し、コンパクト化・軽量化、受信装置も小型・低コスト化

しています。 

 下の写真で右下の写真は、2022年2月20日、茨城県を

南岸低気圧が通過した時に水戸で試験放球をした際に得ら

れた画像です。凝集した雪片など、いろんな粒子を映像と

して捉えることができました。 

 同時に粒子の落下速度も観測できるので、落下速

度が小さい物からある程度大きい物まで、いろいろ

測定できました。そこから粒経と落下速度でプロッ

トすると右図のようになります。 

 落下速度はその粒子の密度によって変わってくる

ので、落下速度と粒径の関係が雲の中で測定できる

ようになったことは非常に大きな成果です。  

 新しい降水粒子撮像ラジオゾンデからは、粒子画

像の他に、気温、湿度、風向風速、高度、粒子サイ

ズ、円形度、扁平率、粒子種類・状態などがわかり

ます。 

 上の写真は試験機なので、この後いろいろ改良さ

れて、今はその時よりももっと多くの情報が得られ

るようになっています。 
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ビデオゾンデの飛揚（右）と得られた画像 

（2015年11月30日） 

 

新しい降水粒子撮像ラジオゾンデ「Rainscope」の開発 

 

粒径－落下速度分布（2022年2月20日＠水戸） 



  

 

 

 上の図は九州大学の川野哲也先生に見せてもらった図ですが、川野先生らはモデルを使って研究をされてい

て、九州北部の豪雨の時の再現をしています。特にその細かな微物理構造を、いろんなスキーム、テクニック

を使って表現させた時に、どういう再現性が良いのか悪いのかを考えながら、そのメカニズムを調べるという

ような研究をされています。同じ実験を一緒にやったりしますが、その中でモデルがコンピューターの中で雲

を再現して雨を降らせたり雪を降らせたりできますが、その計算方法というかアルゴリズムが正しいかどうか

というのは、直接的な観測からも調べる必要があると考えています。  

 

 昨年、気象研究所が中

心となって、九州および

東シナ海で線状降水帯の

メカニズム解明のための

集中観測が行われまし

た。 

 例えば気象台の方々は

集中観測としてラジオゾ

ン デ を 通 常 は 一 日 2 回

を、4回とか6回に増や

しました。  

 我々は新しいゾンデ

（Rainscope）を使って

観測をしました。車をレ

ン タ ル し、ヘ リ ウ ム ガ

ス、受信機などを詰め込

んで、線状降水帯ができ  
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モデルの答え合わせをしたい 

 

九州大学・川野哲也先生の発表資料より 

線状降水帯集中観測2022への参加した際の写真 

線状降水帯集中観測2022への参加 



 

 

 

そうなところを狙って、ゾンデをあげました。 

 しかし、実際に線状降水帯の予想をもとに現地に行くのですが、もうすでに大雨になっていて道路が通行止

めで現地に近づくことができなかったり、線状降水帯が別の場所で発生していて観測に間に合わなかったりし

て、去年は振り回されて空振りとか見逃しが多かった印象です。線状降水帯の予想は難しく、直接観測の難し

さを経験しました。そのようななかでも何回か観測することができて結果が得られました。 

 今年も九州のどこかでやろうと計画を立てているところです。リベンジしたいと思います。またどこかで報

告できるかなというふうに思っています。                         （以上） 

質問）放球する気球は白色は見たことがあります。先生たちはオレンジ色を使っていますが何か白い色との違

いはありますか？ 

鈴木）気象庁は白い気球を使用していると思います。我々がオレンジ色の気球を使うのは理由があって材質が

ちょっと違います。我々が観測するのは雨が降っている時や雪が降っている時、風が強かったりする時に飛ば

します。ですからオレンジ色は白色に比べてゴムの硬さが違います。気象庁が使用している白い方は柔らか

く、雪が気球の上に積もると浮力がかせげません。また、白い方は柔らかい気球で、地上から高度30kmくら

いまでの大気の状態を観測しています。気球がどんどん膨張して、どこかで割れますが、白い方が柔らかく伸

びやすく割れにくいですね。我々が使っている気球での観測は高度十数キロぐらいなので、オレンジ色の気球

を使用しています。 

 また、観測のために気球を飛揚する際には空港事務所に連絡をし、許可申請を行ったうえで飛揚していま

す。 

質問）上昇しているゾンデから落下する雨粒などの速度を測るメカニズムを、もう一度説明していただけます

か。 

鈴木）言葉ではなかなか難しいですけれど、機械の中にセンサーが2つ付いていて、上のセンサーと、もう一

個のセンサーの間は28ミリありますが、その間を雨粒が通過する時間を測定して記録しています。時間差で割

ると速度が計算できます。ただし、ゾンデ自体も上昇しているのでその速度を引いてあげることによって、相

対的な速度を算出します。また、気球自体もゾンデ自体も上昇流の中を飛んでいるので、その上昇をどう見積

もるかというのが難しいところではあります。 

質問）ゾンデをあげるタイミングはどうやって決めていますか？ 

鈴木）安全というのが一つあります。雷がひどい時はタイミングをずらしたり、風がすごく強い時は危険だっ

たらちょっと待つとかはあります。雨雲レーダーを見て判断します。気球にガスを充填するのに15分くらいか

かりますのでそれらを逆算して現場で判断しています。 

弘中）ちなみに、この撮像ラジオゾンデは、だいたいおいくらぐらいするんですか？ 

鈴木）この開発をメーカーと一緒にやろうとした時に、それまでは僕ら研究室で手作りで作った部分がありま

す。その時は材料費だけでおよそ20万円ぐらいかかりました。それを今はメーカーが作成していますので、

30万円くらいはかかります。 

弘中）鈴木先生どうもありがとうございました。参加された皆さんもどうもありがとうございました。 

 

 気象サイエンスカフェ終了後にアンケートを実施し、31名中、13名の方からご協力をいただきました。ご

意見を参考に次のイベントにいかしていきます。 
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質疑応答  司会（ファシリテーター）：弘中 秀治 氏 

サイエンスカフェについてのアンケート結果 

内容はどうでしたか あなたは気象学会員ですか 
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 ■天気予報ができるまでの実務の様子などを紹介してもらえると面白いと思います。 

 ■線状降水帯、日本海寒帯気団収束帯（JPCZ） 

 ■今後の気象現象の変化 

 ■台風と前線 

 

 

 

  

 ■鈴木先生が観測に情熱を持って取り組んでおられることがわかった。観測の方法でバ   

  リウムによる検査と胃カメラによる直接撮影の例えなど、とても分かりやすい例だと   

  思った。 

 ■対面でもぜひ参加してみたいです。 

 ■身近に気象をテーマにしたコミュニティがなく、気象に関心のある人たちの集いの場 

  は、ありがたいです。また、オンラインで参加できるのは地方にいる身としては、助 

  かります。 

 ■ちょっと長かった 

 ■全般的によかったが、できれば 質問コーナーをチャットではなくカメラを通して直 

  接、講演者に質問するという方法でもよかったのではないかと思います。気象予報士 

  の方、学生（研究者）の方のご講演も検討していただき、幅広いテーマをして、交流 

  の場（セッション形式）もご検討して頂きたいと思います。よろしくお願いいたしま 

  す。 

 ■オンラインでは難しかったかもしれませんが、視聴者に語りかける場面があれば質問 

  もしやすくなったのではないかなと感じました。 

 ■雪・雲が絵画や文学へ影響し、民族・国民性を創出していることが興味深かった。 

 ■良好です。（原文のまま） 

今後サイエンスカフェで希望されるテーマ 

全体を通じた感想をお聞かせください 

ご協力ありがとうございました 



 

 

線状降水帯の予測精度向上に向けた取組 

１．はじめに 

 近年、全国各地で毎年のように大雨による甚大な被害が発生しています。九州地方でも令和2年7月豪

雨（九州で記録的な大雨。球磨川など大河川で氾濫が相次ぐ。）を始め、過去には平成24年7月九州北部

豪雨（熊本県熊本地方・阿蘇地方や大分県西部、福岡県筑後地方など九州北部で記録的な大雨）、平成

29年7月九州北部豪雨（福岡県朝倉市や大分県日田市など九州北部で記録的な大雨）など、多くの人命が

奪われる甚大な被害が発生しています。これまでの研究で、これらの甚大な大雨災害は、線状降水帯の発

生によってもたらされたことが分かっています。 

 線状降水帯とは、湿った空気の流入が持続することで、次々と発生した積乱雲により線状の降水域が数

時間にわたってほぼ同じ場所に停滞することで大雨をもたらし、甚大な災害につながる現象です。気象庁

では線状降水帯予測精度向上を喫緊の課題と位置づけ、産学官連携で世界最高レベルの技術を活用し、船

舶 GNSS による洋上の水蒸気観測等の強化や、大学等の研究機関と連携した予報モデルの開発を進めて

います。 

 ここでは、線状降水帯予測の精度向上に向けた、気象庁における取組について概要を紹介します。 

 

２．防災気象情報の改善（顕著な大雨に関する気象情報の発表：令和3年6月～）  

 線状降水帯による大雨により災害発生の危険度が急激に高まることが社会に浸透しつつあること、線状

降水帯が発生している場合は、危機感を高めるためにそれを知らせてほしいという要望があることから、

気象庁は令和3年6月から「顕著な大雨に関する気象情報」を発表することとしました。この情報は、大

雨による災害発生の危険度が高まっている中（警戒レベル４相当以上の状況）で、線状の降水帯により非

常に激しい雨が同じ場所で実際に降り続いている状況を、「線状降水帯」というキーワードを使って解説

するものです。顕著な大雨に関する気象情報が発表された際には、「雨雲の動き」、「今後の雨」（1時

間雨量又は3時間雨量）において、大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている「線状降水帯の雨

域」を赤い楕円で表示します（図１右）。 
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 令和3年7月10日には、対馬海峡付近に梅雨前線が停滞し、九州地方に暖かく湿った空気が次々と流れ込

み、大気の状態が不安定となって広い範囲で大雨となりました（図１）。鹿児島県では7月10日明け方に

線状降水帯が発生し、鹿児島地方気象台は「顕著な大雨に関する鹿児島県気象情報」を発表しました 

（図２）。その約2時間後には、出水・伊佐、川薩・姶良の5市町村に大雨特別警報を発表し、最大級の警

戒を呼びかけています。7月9日から10日にかけての総降水量が鹿児島県さつま町や伊佐市で500ミリを

超える記録的な大雨となりました。 

 顕著な大雨に関する気象情報が発表された場合は、以下の様に身の安全を確保してください。 

３．観測の強化 

 線状降⽔帯の予測精度を向上させるためには、海上から陸域への⽔蒸気の流⼊を正確に捉える必要があり

ます。気象庁では令和3年度出水期より、気象庁観測船（2隻）と海上保安庁測量船（4隻）に洋上の水蒸

気を捉えるための全球測位衛星システム（GNSS）観測装置を設置して観測を開始しました。また、陸上

では、令和3年からアメダス気象計に順次湿度計を導入しており、令和４年度末には全国274地点で湿度の

観測を開始しています。令和4年度には西日本や太平洋南側沿岸域の17か所にマイクロ波放射計を設置し

たほか、館野（つくば市）・福岡・鹿児島の高層気象観測の自動化を行い、大気下層の水蒸気観測能力を強

化しています。さらに、全国20か所の気象レーダーを二重偏波気象レーダーへ順次更新（令和4年12月ま

でに10か所を更新済み）しており、正確な雨量観測、積乱雲の発達過程を把握することで、局地的大雨の

監視能力の強化を図っています（図３）。 
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 山口県を含む九州地方では、気象官署等の28か所に加えて120か所のアメダスで湿度の観測が可能と

なり、これまで以上に気象状況を時間的・地域的に細かく監視することができるようになりました。これ

らのデータは気象庁HPでリアルタイムに見ることができます（図４左）。 

 マイクロ波放射計は、上空の風向・風速を測定するウィンドプロファイラ観測点（8か所：厳原、平

戸、熊本、大分、延岡、市来、屋久島、名瀬）に隣接して設置し、上空の水蒸気量の鉛直分布についても

測定できるようになりました。各気象台における日々の実況監視等で利用されている他、研究にも活用さ

れています（図４中）。 

 気象レーダーについては、令和2年度に福岡、令和4年度に種子島をそれぞれ二重偏波気象レーダーに

更新しています（図4右）。令和5年度末には、名瀬レーダーも更新する予定です。 

 高層気象観測は、これまで1日2回（09時・21時）気球を手動で放球して観測していましたが、自動

放球装置（ABL：Automatic Balloon Launcher）を設置し、鹿児島は令和5年2月末から、福岡では

令和5年3月下旬から運用を開始しました。名瀬（奄美大島）に設置しているABLとともに、大雨や線状

降水帯の発生が予測される場合、台風が接近する場合など、臨時に観測が必要になった場合でも適時に観

測できるようになりました（図５）。 

４．線状降水帯予測情報（広域を対象とした半日前からの予測：令和4年6月～） 

 線状降水帯が発生することで大雨災害発生の危険度が急激に高まることから、事前に心構えを一段高め

ていただくことを目的として、令和4年6月から線状降水帯による大雨の可能性がある程度高いことが予

想された場合には、気象情報の中で半日程度前から「線状降水帯が発生して大雨災害の危険度が急激に高

まる可能性がある」ことを呼び掛けることとしました。現状では地域を絞り込んだ予測は難しいことか

ら、「九州南部・奄美地方」「九州北部地方」など大まかな地域を対象に発表しています。この呼びかけ

ですぐに避難行動をとるのではなく、大雨災害に対する危機感を早めにもっていただき、ハザードマップ
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や避難所・避難経路の確認等を行ってください。 

 鹿児島地方気象台では、令和4年に九州南部・奄美地方を対象として、半日前からの線状降水帯予測情報

を3回発表しました（図６）。このうち、9月17日～19日の台風第14号の接近時に、宮崎県で線状降水帯

が発生して顕著な大雨となり、宮崎地方気象台は15市町村に大雨特別警報（土砂災害）を発表していま

す。 

 令和4年は、全国的には11回線状降水帯が発生しましたが、そのうち8回は事前に予測情報を出すことが

できませんでした（見逃し：11回中8回）。また、半日前の予測情報を13回発表しましたが、そのうち実

際に線状降水帯が発生したのは3回でした（適中：13回中3回）。これは、発表開始前に想定した情報の予

測精度とほぼ同程度の精度となっています。一方、呼びかけを行った13回について雨の降り方を調べる

と、線状降水帯が発生していなくても大雨（3時間降水量が150mm程度以上）となった事例が4回あり、

この呼びかけが行われた時は、大雨の可能性が高いことが改めて確認されました。 

 気象庁では、令和5年度以降も段階的に予測時間を延ばすとともに、段階的に対象地域を狭めていき、令

和11年（当初の計画よりも1年前倒し）には、市町村単位で危険度の把握が可能な危険度分布形式の情報

を、半日前から提供できるよう情報の改善を進めていきます（図７）。 

 

５．線状降水帯予測精度向上に向けた技術開発・研究 

 気象庁は、令和2年12月に「線状降水帯予測精度向上ワーキンググループ」を発足し、全国の大学等の

研究機関と連携することで、線状降水帯の予測精度向上に向けた技術開発・研究をオールジャパンで実施で

きるよう検討してきました。令和4年には、メカニズム解明に向けた高密度な集中観測や、スーパーコン

ピュータ「富岳」を活用したリアルタイムシミュレーション実験を実施しています。 

（１）線状降水帯のメカニズム解明研究のための高密度な集中観測 
 気象研究所が中心となり大学等の14機関と連携して、令和4年6月から九州を中心とした西日本において

高密度な集中観測を実施し、線状降水帯の発生しやすい条件や線状降水帯の内部構造を把握するための高密

度な集中観測を実施しました（図８）。気象研究所では、関係する研究者がオンラインで一堂に会する「線

状降水帯の機構解明に関する研究会」を6回開催（令和4年12月現在）し、集中観測や解析の成果を逐次共

有するとともに、今後の課題を明確にして研究を進めています。 
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（２）スーパーコンピュータ「富岳」を活用した数値予報技術の開発 
 文部科学省・理化学研究所の全面的な協力を得て、スーパーコンピュータ「富岳」の成果創出加速プロ

グラムや政策対応課題により、高解像度数値予報モデル（解像度1km）、局地アンサンブル予報システ

ム、全球モデル等の開発を進めています。令和4年度は、開発中の高解像度数値予報モデルを用いたリア

ルタイムシミュレーション実験を実施しました。 

 これまでの解析結果から、線状降水帯の発生しやすい条件及び線状降水帯の内部構造の理解が進展する

とともに、高解像度化した数値予報モデルでは、線状降水帯の予測が向上する傾向が確認されるなどの成

果が得られました（気象庁報道発表資料：令和4年12月27日）。 

 

 

６．線状降水帯予測スーパーコンピュータの稼働開始 

 現在、線状降水帯による大雨の可能性の半日前からの呼びかけを行う際、その判断には主に水平解像度

が５㎞の数値予報モデル（メソモデル）の計算結果を用いていますが、線状降水帯を構成する個々の積乱

雲の発生等を予測できないため、いつどこで線状降水帯による大雨が発生し、どのくらいの期間継続する

のか、事前には予測できない状況です。 

 線状降水帯を構成する個々の積乱雲を精緻に表現し予測精度を向上させるため、気象庁は、現在運用中

のスーパーコンピュータの約2倍の計算能力を持つ「線状降水帯予測スーパーコンピュータ」を導入し、

令和5年3月1日から稼働を開始しました。これにより、令和５年度には、より細かな水平解像度２km 
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の数値予報モデル（局地モデル）による予測を用いて、線状降水帯による大雨の可能性の半日前からの

呼びかけにも利用できるようにします。また、令和７年度には水平解像度をさらに細かく1kmに高解像

度化することを目指して、数値予報モデルの開発を進めます（図９）。新しいスーパーコンピュータの

高い計算能力の活用により、令和６年度開始予定の都道府県単位での半日前からの呼びかけをはじめと

する情報の改善に順次つなげ、防災活動の支援の強化に取り組んで行きます（気象庁報道発表資料：令

和5年2月24日）。 

 

＜参照資料＞ 
〇線状降水帯に関する各種情報（気象庁HP解説） 

〇気象庁報道発表資料（令和3年12月24日） 

 令和４年度気象庁関係予算決定概要 

〇気象庁線状降水帯予測精度向上ワーキンググループ（第5回会合）資料（令和4年12月27日） 

〇気象庁報道発表資料（令和４年12月27日） 

 線状降水帯予測精度向上に向けた技術開発・研究の成果について 

〇気象庁報道発表資料（令和5年2月24日） 

 「線状降水帯予測スーパーコンピュータ」を稼動開始します 

支部事務局からのお知らせ 

4月異動期の住所・メールアドレスの登録変更は忘れずに 

 卒業や人事異動等で4月に住所やメールアドレスが変更される方は、登録変更の

手続きを忘れずに行ってください。日本気象学会（本部）の会員登録情報の変更の

ページで行うことができます。 

https://www.metsoc.jp/membership-2/update-2 

 

 九州支部事務局から会員の皆さんへの連絡やお知らせには、主に電子メールを

利用しています。現在、支部会員の約9割の方にメールアドレスを登録いただいてい

ます。しかし、メールを送付した際に、送信エラーや不達などのメッセージが帰ってく

ることがあります。以前はメールが届いていたのに、最近メールが届かなくなったと

いう方は、職場の異動、学校の卒業･就職や進学などでメールアドレスが変更になっ

ている可能性がありますので、確認をお願いします。 

 また、以前からお願いしていますが、インターネットが利用できる会員の方で、アド

レスを登録していただいていない方も、新規に登録をお願いします。 

 アドレスの変更や新規の登録については、支部事務局までご連絡ください。 

 事務局からのメールは、一斉送信する際にはBCCで送信するため、他の会員に

メールアドレスが知られることはありませんのでご安心ください。 


